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備
に
よ
り
、
水
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
農
業
の

生
産
性
向
上
と
高
収
益
化
の
土
台
を

つ
く
る
農
業
基
盤
整
備
事
業
を
、
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

「
儲も

う

か
る
営
農
構
想
」
に
基

づ
き
、
排
水
性
が
改
善
で
き
る
水
田

に
つ
い
て
、
用
水
や
排
水
施
設
を
整

備
し
、
用
排
水
を
適
切
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
収
益
性
の
高

い
品
目
へ
の
転
換
や
施
設
園
芸
団
地

の
形
成
を
目
指
し
、
儲
か
る
農
業
の

実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

常
磐
線
は
、
２
０
３
１
年
度

開
業
予
定
の
（
仮
称
）
羽
田
空
港
ア

ク
セ
ス
線
 ※
へ
の
乗
り
入
れ
が
期
待

さ
れ
る
。
今
後
の
乗
降
客
の
増
強
が

ダ
イ
ヤ
を
決
す
る
鍵
と
な
る
た
め
、

他
県
に
先
駆
け
て
戦
略
的
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
所
見
は
。

知
事　

羽
田
空
港
と
直
接
結
ば
れ
る

こ
と
は
本
県
経
済
へ
の
大
き
な
追
い

風
と
な
る
。
一
本
で
も
多
く
の
列
車

の
乗
り
入
れ
が
実
現
す
る
よ
う
、
関

係
者
と
連
携
し
Ｊ
Ｒ
に
働
き
掛
け
を

行
う
と
と
も
に
、
利
用
促
進
を
図
る

な
ど
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
Ｍ
字
カ
ー
ブ
、
Ｌ
字
カ
ー

ブ
及
び
生
涯
賃
金
を
踏
ま
え
た
就
業

継
続
へ
の
取
組
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

貧
困
対
策
な
ど
も
質
問
）

議
員　

現
任
期
中
間
地
点
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
県
政
運
営
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
評
価
し
、
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

知
事　

新
し
い
茨
城
づ
く
り
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
本
県
の

魅
力
や
潜
在
力
の
高
さ
を
国
内
外
に

示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
一

方
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
活
路
を

海
外
に
見
い
だ
し
て
い
く
こ
と
や
、

中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
事
業
構

造
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。
困
難
な

課
題
に
対
し
て
も
果
敢
に
挑
戦
し
、

「
活
力
が
あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸

せ
な
県
」
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

議
員　

近
年
増
加
す
る
女
性
若
年
層

の
県
外
流
出
を
防
ぎ
、
働
く
な
ら
本

県
の
企
業
を
選
び
た
い
と
言
わ
れ
る

よ
う
な
県
内
企
業
を
育
成
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
女
性
活
躍
を

進
め
て
い
く
た
め
、
女
性
に
選
ば
れ

る
企
業
の
育
成
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

知
事　

男
女
が
と
も
に
持
て
る
能
力

を
存
分
に
発
揮
し
、
社
会
経
済
の
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
は
世
界
の
潮
流

で
あ
る
。
先
進
事
例
の
周
知
や
先
進

企
業
表
彰
な
ど
に
よ
る
経
営
者
の
意

識
改
革
、
経
済
団
体
と
連
携
し
た
研

修
、
企
業
誘
致
に
よ
る
女
性
活
躍
の

場
の
拡
大
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

県
総
合
防
除
計
画
の
進
展
は
、

有
機
農
業
へ
つ
な
が
る
技
法
の
開
発

や
理
解
の
促
進
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。
本
県
の
重
要
産
業
で
あ
る
農
業

の
課
題
で
あ
る
病
害
虫
対
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

知
事　

県
総
合
防
除
計
画
で
定
め
る

天
敵
昆
虫
の
活
用
な
ど
の
手
法
を
、

有
機
農
業
な
ど
の
環
境
に
配
慮
し
た

付
加
価
値
の
高
い
農
業
の
推
進
に
活

用
し
て
い
く
。
計
画
に
基
づ
く
適
切

な
病
害
虫
防
除
を
推
進
し
、
高
品
質

な
農
作
物
を
安
定
生
産
す
る
こ
と
で
、

儲
か
る
農
業
を
実
現
し
て
い
く
。

議
員　

ひ
た
ち
な
か
地
区
は
、
イ
ン

フ
ラ
環
境
の
整
備
も
進
み
、
継
続
的

に
発
展
を
遂
げ
て
い
る
と
と
も
に
、

産
業
集
積
や
観
光
の
面
で
も
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
ひ

た
ち
な
か
地
区
の
振
興
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

知
事　

産
業
集
積
面
で
は
、
半
導
体

関
連
企
業
な
ど
の
集
積
を
目
指
し
誘

致
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
常
陸
那
珂

工
業
団
地
の
拡
張
に
着
手
し
た
。
観

光
面
で
は
、
観
光
消
費
額
や
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
関
係
機
関
と
連
携
し
、
企
業
立

地
や
観
光
誘
客
を
よ
り
一
層
進
め
る
。

（
ほ
か
に
、
災
害
に
強
い
道
路
基
盤

の
整
備
、
中
小
企
業
に
お
け
る
賃
金

上
昇
へ
の
支
援
な
ど
も
質
問
）

こ
れ
ま
で
の
県
政
運
営
と

今
後
の
課
題

女
性
に
選
ば
れ
る
企
業
の
育
成

農
作
物
の
病
害
虫
対
策

ひ
た
ち
な
か
地
区
の
振
興

代表質問（要旨）

議
員　

令
和
５
年
梅
雨
前
線
に
よ
る

大
雨
お
よ
び
台
風
第
２
号
に
よ
る
内

水
氾
濫
の
被
害
を
受
け
、
雨
水
を
く

み
上
げ
る
ポ
ン
プ
や
排
水
路
、
排
水

機
場
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
に
併
せ
て
、

ソ
フ
ト
対
策
が
急
務
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
所
見
は
。

知
事　

ハ
ー
ド
対
策
は
多
大
な
時
間

と
費
用
を
要
す
る
た
め
、
ソ
フ
ト
対

策
に
重
点
を
置
き
、
市
町
村
に
対
し
、

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
避
難
情
報
発

令
の
支
援
な
ど
を
行
い
、
人
的
被
害

ゼ
ロ
に
向
け
、
市
町
村
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

本
年
６
月
の
豪
雨
は
、
本
県

の
農
林
水
産
業
に
推
計
５
億
円
を
超

え
る
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
備

え
は
十
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
が
、
今
後
の
対
策
は
。

知
事　

農
林
漁
業
災
害
対
策
特
別
措

置
条
例
の
速
や
か
な
適
用
や
災
害
復

旧
事
業
の
活
用
な
ど
の
支
援
を
は
じ

め
、
農
業
水
利
施
設
の
補
修
・
更
新

を
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
収

入
保
険
制
度
の
加
入
促
進
を
強
化
し
、

被
害
対
策
と
被
害
の
軽
減
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

議
員　

土
地
改
良
な
ど
の
農
業
基
盤

整
備
の
本
質
は
、
用
水
や
排
水
の
整

内
水
氾
濫
に
お
け
る

浸
水
被
害
軽
減
へ
の
取
組

６
月
豪
雨
の
農
作
物
・

土
地
改
良
施
設
の
被
害
対
策

農
業
基
盤
整
備
と

用
排
水
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

常
磐
線
特
急
の
羽
田
空
港

直
接
乗
り
入
れ
へ
の
期
待

ことば ※【（仮称）羽田空港アクセス線】…ＪＲ東日本が整備を推進している、都心部と羽田空港をダイレクトに結ぶ新たな鉄道ネットワークであり、東山手・西山手・臨海部ルートの３ルートが計画されている。

八島　功男 議員
公	　明　	党
土浦市選出 	

二川　英俊 議員
国 民 民 主 党
ひたちなか市選出

　

本
委
員
会
（
伊
沢
勝
徳
委
員
長
）
は
、
今
年
３
月
の
設
置
以
降
こ
れ
ま
で
５
回

開
催
し
、
県
執
行
部
か
ら
の
説
明
聴
取
は
も
と
よ
り
、
各
分
野
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
有
識
者
を
招
い
て
意
見
交
換
を
行
う
ほ
か
、
国
に
対
し
、「
こ
れ
か
ら
の
人

づ
く
り
に
向
け
た
対
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
を
発
議
す
る
な
ど
、

鋭
意
、
未
来
を
見
据
え
た
人
づ
く
り
の
問
題
に
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

中
間
報
告
で
は
、「
結
婚
・
出
産
の
希
望
が
か
な
う
社
会
づ
く
り
」「
安
心
し
て

子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
」「
誰
も
が
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
づ
く
り
」「
多
様
な
働
き
方
・
外
国
人
材
の
積
極
活
用
等
」
の
４
項
目
に
沿
っ

て
、
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
提
言
と

し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
委
員

会
に
お
け
る
提
言
の
趣
旨
が
、
予
算
や
組
織
体

制
な
ど
に
的
確
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
県
執
行

部
に
求
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
最
終
報
告
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
、

引
き
続
き
精
力
的
に
調
査
・
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

「
茨
城
県
議
会
と
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
と
の
相
互
連
携
・

協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
」締
結
記
念
事
業
を
実
施

　

県
議
会
と
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
と
の
相
互
連
携
・
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定

の
締
結
を
記
念
し
、
議
会
お
よ
び
大
学
で
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

８
月
31
日
、「
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
の
地
域
貢
献
」
と
題
し
、
上
野
尚
美
学

長
が
県
議
会
で
、
本
県
の
活
性
化
に
向
け
た
英
語
教
育
に
関
す
る
提
言
な
ど
の
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
12
日
に
は
、「
未
来
に
誇
れ
る
持
続
可
能
な
茨
城
づ
く
り
」
と
題

し
、
石
井
邦
一
議
長
が
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

で
講
演
お
よ
び
学
生
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

講
演
で
は
、
積
極
的
な
議
員
提
案
条
例
の
制

定
と
い
っ
た
議
会
改
革
の
取
り
組
み
な
ど
が
説

明
さ
れ
、
そ
の
後
、
講
演
内
容
に
関
し
て
学
生

と
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
大
学
と
連
携
し
、
議
会
の
政
策
立
案

機
能
の
向
上
や
、
若
者
の
人
材
育
成
な
ど
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

土浦駅改札「ようこそ土浦へ」

令和４年度茨城県女性リーダー登用
先進企業表彰

中間報告を行う伊沢勝徳委員長学生と意見交換を行う石井邦一議長

「
誰
も
が
輝
く
持
続
可
能
な
茨
城
を
担
う
人
づ
く
り
調
査
特
別

委
員
会
」の
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た


